
競技注意事項

１ ． 本大会は、 2026 年（ 公財） 日本陸上競技連盟規則、（ 公社） 日本マス タ ーズ陸上競技連合規則、 お

よ び競技細則なら びに本大会要項およ びこ の競技注意事項によ り 実施する 。

２ ． 練習について

（ 1） ウ ォ ーミ ングアッ プ等練習は競技場（ ９ 時 30 分ま で） と する 。

（ 2） 投てき 種目の練習は危険を伴う ので、 各種目と も 競技開始前に競技役員の指示によ り 、 投てき

場内で行う こ と 。

３ ． 招集について

（ 1） 競技に出場し よ う と する 者（ 以下「 競技者」 と いう ） は競技者招集所において、 ビブス（ 胸・ 背）、

ス パイ ク 等の確認を 受け、 腰ビ ブス（ ト ラ ッ ク 競技のみ） を 受け取る こ と 。 ただし 、 フ ィ ール

ド 競技においては腰ビブス を必要と し ない。

（ 2） 招集開始時刻（ 点呼開始） およ び招集完了時刻は、競技開始時刻を基準と し 、下記のと おり と する 。

ト ラ ッ ク 競技 フ ィ ールド 競技

招集開始時刻 ３ ０ 分前 ４ ０ 分前

招集完了時刻 ２ ０ 分前 ３ ０ 分前

（ 3） 招集場所は 100m ス タ ート 地点後方ゲート 外側と する 。

（ 4） ２ 回目の招集は現地（ ス タ ート 付近・ 試技ピ ッ ト ）。

（ 5） 多種目を同時兼ねて出場し ている 競技者は、 事前に競技者係に申し 出る こ と 。

（ 6） 招集完了時刻ま でに所定の手続き を せず、 ま た点呼を 受けない競技者は当該種目を 棄権し たも

のと みなし て処理する 。

４ ． アス リ ート ビブス について

（ 1） アス リ ート ビ ブス は各自持参し たも のを 使用する こ と 。 ただし 、 所属する マス タ ーズ連盟（ 数

字でも 可） と 会員登録番号が明示さ れている こ と 。

（ 2） 競技者は、 アス リ ート ビ ブス を ユニフ ォ ームの胸と 背につけ、 安全ピ ンで四隅を 留める こ と 。

ただし 、 跳躍に出場する 競技者は、 胸ま たは背のいずれかにつければよ い。

（ 3） ト ラ ッ ク 競技に出場する 競技者には、 競技者招集所で写真判定用の腰アス リ ート ビブス を 配布

する ので、 招集場所でラ ンニングパンツ に装着する こ と 。 シャ ツ は腰アス リ ート ビ ブス（ 右腰）

が見える よ う にパンツ の中に入れる こ と 。

（ 4） 1500m 、 3000m 、 5000m においては、 連番のアス リ ート ビ ブス を 使用する。 その場合は、 競技

者招集所にて配付する 。

５ ． 競技について

（ 1） 競技者の出場する 競技種目の変更、 追加は一切認めない。

（ 2） 年齢に不正があった場合は失格と なる 。

（ 3） 競技用具、 ス パイ ク 等について

①競技に使用する 用器具は、 主催者が用意し たも のを使用する 。 本人持参の「 やり 」 は競技前に

検定を受け使用する こ と 。（ 検定は９ 時～９ 時 40 分に 100m ゴール付近で実施する ）

②ス パイ ク のピ ンは 11 本以内で長さ ９ ㎜以内と する 。 ただし 、 走高跳・ やり 投の場合は、 12㎜

以内と する 。

③厚底シュ ーズ（ WA 規定外） は使用でき ない。

（ 4） 競技者は、 大会主催者が行う 熱中症対策やコ ロ ナ対策等の協力要請に誠実に従う こ と 。

（ 5） 競技時間については競技の進行上多少の変動があり う る 。

６ ． ト ラ ッ ク 競技について

　 ・ レ ーンはプロ グラ ム記載順と し 、 全種目タ イ ムレ ース と する 。

　 ・ 同ク ラ ス で 2 組以上と なる 場合は、 総合で順位を決定する 。
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　 ・ ス タ ート において（ 位置について） は「 On　 Your　 Marks」（ オン ユア マーク ス ）、（ 用意）は「 Set」

（ セッ ト ） の言葉を用いる 。

　 ・ 不正ス タ ート 　 一つのレ ース において、 不正ス タ ート をし た競技者は失格と する 。

＜ク ラ ウ チングス タ ート をし た場合＞

　 ・ 号砲前に、 飛び出し た場合（ 地面よ り 手足が離れた時） を不正ス タ ート と する 。

　 ・ 号砲と 同時に選手が動いた場合（ 地面よ り 手足が離れない時） はすべて「 注意」 と する 。

　 ＜ス タ ンディ ングス タ ート の場合＞

　 ・ ス タ ータ ーが「 On Your Marks」 を発声し てから 、 号砲前も し く は号砲と 同時に動いた場合

　 ＊ス タ ート ラ イ ンを超えた場合、 不正ス タ ート と する 。

　 ＊ス タ ート ラ イ ンを超えない場合（ その場でのふら つき ）、 すべて「 注意」 と する 。

　 ・ 中長距離走競技において、 著し く 競技予定時間を超える と 認めた場合、 その競技者に対し 、 審判

長は競技を中止さ せる こ と がある 。 3000m は 20 分、 5000m は 30 分を越える と 新し い周回に入ら

ず競技を打ち切る 。

　 ・ フ ィ ニッ シュ 後、 ス タ ート 地点へ戻る と き は、 競技場ス タ ンド 外を経由する こ と 。

　 ・ ハード ル競技の種目別基準は別表１ のと おり と する 。

７ ． フ ィ ールド 競技

①試技順

　 ・ 試技順は全競技と も プロ グラ ム記載の番号順と する 。

　 　・ 競技時間中に「 他の競技」 に出場する 競技者は、審判主任に申し 出る こ と 。 その場合、その「 他

の競技」 を優先し 、 試技順を 適宜変更する が、 その試技中に失った試技を 要求する こ と はでき

ない。

②試技数

　 ・ フ ィ ールド 競技（ 走高跳・ 棒高跳を除く ） は、 試技 3 回と する 。

　 ・ 試技は申し 出によ り 放棄する こ と ができ る 。

③順位の決め方

　 ・ １ 位の記録が同記録の場合は、 その競技者の 2 番目の記録で順位を決める 。 それでも 決ま ら な

い場合は、 3 番目の記録と し 、 以下同様にし て決める 。 それでも 決ま ら ない場合は、 生年月日

の早い者を上位と する 。

④投てき 競技の最小重量基準は別表２ のと おり 。

⑤走高跳およ び棒高跳のバーの上げ方は、 別表３ ・ ４ を基準と し 、 審判主任の指示によ る 。

⑥三段跳・ 立五段跳の踏切板の位置は５ m 、 ７ m 、 ９ m 、 11m 、 12m と する 。 競技者は、 自分の踏

切位置を事前に審判主任に申し 出る こ と 。

⑦走幅跳の踏切板の位置は１ m 、 ２ m と する 。

８ ． 表彰について

全出場者の中から 各種目別・ 各ク ラ ス 1 位に賞状を授与する 。

ま た、 県外登録者を除いた滋賀マス タ ーズ会員の 1 位に滋賀ス ポレ ク 祭賞状を授与する 。

※大会終了時ま でに賞状を受け取ら なかった場合は受賞を放棄し たも のと みなす。

　 但し 、 大会終了後 1 週間以内に事務局ま で申し 出があれば有償（ 200 円） にて送付する 。

９ ． 記録証

希望者は１ 人 500 円を添えて選手受付にて申し 込むこ と 。 後日記録証を送付する 。

10． その他

　 ・ 競技会開催中の負傷については、 応急処置は主催者が行う が、 その後の治療は本人負担と する 。

　 　 ただし 、 主催者は、 一日傷害保険に加入する 。

　 別表　 １ 　 ハード ル競技種目別基準

　 別表　 ２ 　 投てき重量　

　 別表　 ３ 　 走高跳バーの上げ方

　 別表　 ４ 　 棒高跳バーの上げ方

− 7 −



〔 別表１ 〕 ハード ル競技の種目別基準

男子 ク ラ ス 種目 高さ 台数 第１ ハード ルま で 間隔 フ ィ ニッ シュ ま で

シ
ョ
ー
ト

M –24 ～ M 30
110m H

1.067m

10

13.72m 9.14m 14.02m
M 35 ～ M 45 0.991m

M 50・ M 55
100m H

0.914m 13.00m 8.50m 10.50m

M 60・ M 65 0.840m

12.00m

8.00m 16.00m

M 70・ M 75
80m H

0.762m
8 7.00m 19.00m

M 80 ＋ 0.686m

ロ
ン
グ

M –24 ～ M 45
400m H

0.914m
10 45.00m

35.00m 40.00m

M 50・ M 55 0.840m

M 60・ M 65
300m H

0.762m
7 50.00m

M 70・ M 75
0.686m

M 80 ＋ 200m H 5 20.00m

女子 ク ラ ス 種目 高さ 台数 第１ ハード ルま で 間隔 フ ィ ニッ シュ ま で

シ
ョ
ー
ト

W –24 ～ W35 100m H 0.840m 10 13.00m 8.50m 10.50m

W40・ W45

80m H
0.762m

8 12.00m

8.00m 12.00m

W50・ W55
7.00m 19.00m

W60 ～ 0.686m

ロ
ン
グ

W–24 ～ W45 400m H
0.762m

10 45.00m

35.00m 40.00m
W50・ W55

300m H 7 50.00m
W60・ W65

0.686m
W70・ W75 200m H 5 20.00m

〔 別表２ 〕 各投てき 競技における ク ラ ス 別用具の最小重量基準

ク ラ ス 砲丸 円盤 やり

男
　
子

M –24 ～ M 45 7.26㎏ 2.0㎏ 0.8㎏

M 50・ M 55 6.0㎏ 1.5㎏ 0.7㎏

M 60・ M 65 5.0㎏

1.0㎏

0.6㎏

M 70・ M 75 4.0㎏ 0.5㎏

M 80 ＋ 3.0㎏ 0.4㎏

女
　
子

W–24 ～ W45 4.0㎏

1.0㎏

0.6㎏

W50・ W55
3.0㎏ 0.5㎏

W60 ～ W 70

W75
2.0㎏ 0.75㎏ 0.4㎏

W80 ＋

ク ラ ス 別の走高跳及び棒高跳のバーの上げ方基準
〔 別表３ 〕 走高跳バーの上げ方基準 〔 別表４ 〕 棒高跳バーの上げ方基準

性
別 ク ラ ス

バーの高さ 性
別 ク ラ ス

バーの高さ

練習 開始高さ 上げ幅 練習 開始高さ 上げ幅

男      

子

M -24～M 45 1.35m 1.40m

５ ㎝刻み
男      

子

M -24 ～ M 35 2.60m 2.70m

10㎝刻み

M 40・ M 45 1.25m 1.30m M 40 2.40m 2.50m

M 50 1.20m 1.25m M 45 2.30m 2.40m

M 55 1.10m 1.15m M 50 2.10m 2.20m

M 60・ M 65 1.00m 1.05m M 55 1.90m 2.00m

M 70 ～ 0.95m 1.00m M 60 1.70m 1.80m

女      

子

W-24 ～ W30 1.20m 1.25m

５ ㎝刻み

M 65 1.60m 1.70m

W35 1.10m 1.15m M 70 1.50m 1.60m

W40 0.95m 1.00m M 75 ～ M 90 1.40m 1.50m ５ ㎝刻み

W 45・ W50 0.85m 0.90m
女      

子

W-24 ～ W35 1.60m 1.70m

10㎝刻み

W55・ W60 0.80m 0.85m W40 1.50m 1.60m

W65 ～ 0.75m 0.80m W45 1.40m 1.50m

W50・ W55 1.30m 1.40m

W60 ～ W80 1.20m 1.30m
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